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第１２章 工業

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨
１ 教科目標
工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，現代社会における工業の意義や役割
を理解させるとともに，環境に配慮しつつ，工業技術の諸問題を主体的，合理的に解決し，社会の発展
を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

２ 評価の観点及び趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

工業技術に関する諸問 工業技術に関する諸問 工業の各分野に関する 工業の各分野に関する
題について関心をも 題の解決を目指して自 基礎的・基本的な技術 基礎的・基本的な知識
ち，その改善・向上を ら思考を深め，基礎 を身に付け，環境に配 を身に付け，現代社会
目指して意欲的に取り 的・基本的な知識と技 慮し，実際の仕事を合 における工業の意義や
組むとともに 創造的 術を活用して適切に判 理的に計画し，適切に 役割を理解している。， ，
実践的な態度を身に付 断し，創意工夫する能 処理するとともに，そ
けている。 力を身に付けている。 の成果を的確に表現す

る。

第２ 各科目の評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

工業技術に関する諸問 工業技術に関する諸問 工業の各分野に関する 工業の各分野に関する
工 題について関心をも 題の適切な解決を目指 基礎的・基本的な技術 基礎的・基本的な知識
業 ち，その改善・向上を して広い視野から自ら を身に付け，安全や環 を身に付け，工業の発
技 目指して意欲的に取り 考え，基礎的・基本的 境に配慮し，実際の仕 展と環境との調和の取
術 組むとともに 創造的 な知識と技術を活用し 事を合理的に計画し， れた在り方や現代社会， ，
基 実践的な態度を身に付 て適切に判断し，創意 適切に処理するととも における工業の意義や
礎 けている。 工夫する能力を身に付 に，その成果を的確に 役割を理解している。

けている。 表現する。

電子機械に関する諸問 電子機械に関する諸問 電子機械の各分野に関 電子機械の各分野に関
題について関心をも 題の解決を目指して広 する基礎的・基本的な する基礎的・基本的な
電 ち，その改善・向上を い視野から自ら考え， 技術を身に付け，安全 知識を身に付け，工業
子 目指して意欲的に取り 基礎的・基本的な知識 や環境に配慮し，実際 の発展と環境との調和
機 組むとともに 創造的 と技術を活用して適切 の仕事を合理的に計画 の取れた在り方や現代， ，
械 実践的な態度を身に付 に判断し，創意工夫す し，適切に処理すると 社会における電子機械
けている。 る能力を身に付けてい ともに，その成果を的 の意義や役割を理解し

る。 確に表現する。 ている。

電気技術に関する諸問 電気技術に関する諸問 電気の各分野に関する 電気の各分野に関する
題について関心をも 題の解決を目指して広 基礎的・基本的な知識 基礎的・基本的な知識
電 ち，その改善・向上を い視野から自ら考え， と技術を身に付け，安 と技術を身に付け，工
気 目指して意欲的に取り 基礎的・基本的な知識 全や環境に配慮し，実 業の発展と環境との調
基 組むとともに 創造的 と技術を活用して適切 際の仕事を合理的に計 和の取れた在り方や現， ，
礎 実践的な態度を身に付 に判断し，創意工夫す 画し，適切に処理する 代社会における電気の
けている。 る能力を身に付けてい とともに，その成果を 意義や役割を理解して

る。 的確に表現する。 いる。

建築構造に関する諸問 建築構造に関する諸問 建築構造の各分野に 建築構造の各分野に関
題について関心をも 題の解決を目指して広 関する基礎的・基本的 する基礎的・基本的な
建 ち，その改善・向上を い視野から自ら考え， な知識と技術を身に付 知識と技術を身に付
築 目指して意欲的に取り 基礎的・基本的な知識 け，安全や環境に配慮 け，工業の発展と環境
構 組むとともに 創造的 と技術を活用して適切 し，実際の仕事を合理 との調和の取れた在り， ，
造 実践的な態度を身に付 に判断し，創意工夫す 的に計画し，適切に処 方や現代社会における
けている。 る能力を身に付けてい 理するとともに，その 建築構造の意義や役割
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る。 成果を的確に表現す を理解している。
る。

工業化学に関する諸問 工業化学に関する諸問 工業化学の各分野に関 工業化学の各分野に関
題について関心をも 題の解決を目指して広 する基礎的・基本的な する基礎的・基本的な
工 ち，その改善・向上を い視野から自ら考え， 知識と技術を身に付 知識と技術を身に付
業 目指して意欲的に取り 基礎的・基本的な知識 け，安全や環境に配慮 け，工業の発展と環境
化 組むとともに 創造的 と技術を活用して適切 し，実際の仕事を合理 との調和の取れた在り， ，
学 実践的な態度を身に付 に判断し，創意工夫す 的に計画し，適切に処 方や現代社会における
けている。 る能力を身に付けてい 理するとともに，その 工業化学の意義や役割

る。 成果を的確に表現す を理解している。
る。

繊維製品に関する諸問 繊維製品に関する諸問 繊維製品の各分野に関 繊維製品の各分野に関
題について関心をも 題の解決を目指して広 する基礎的・基本的な する基礎的・基本的な
繊 ち，その改善・向上を い視野から自ら考え， 知識と技術を身に付 知識と技術を身に付
維 目指して意欲的に取り 基礎的・基本的な知識 け，安全や環境に配慮 け，工業の発展と環境
製 組むとともに 創造的 と技術を活用して適切 し，実際の仕事を合理 との調和の取れた在り， ，
品 実践的な態度を身に付 に判断し，創意工夫す 的に計画し，適切に処 方や現代社会における
けている。 る能力を身に付けてい 理するとともに，その 繊維製品の意義や役割

る。 成果を的確に表現す を理解している。
る。
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第３ 原則履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
工業技術基礎
１ 目標

， ，工業に関する基礎的技術を実験・実習によって体験させ 各分野における技術への興味・関心を高め
工業の意義や役割を理解させるとともに，工業に関する広い視野を養い，工業の発展を図る意欲的な態
度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

工業技術に関する諸問 工業技術に関する諸問 工業の各分野に関する 工業の各分野に関する
題について関心をも 題の適切な解決を目指 基礎的・基本的な技術 基礎的・基本的な知識
ち，その改善・向上を して広い視野から自ら を身に付け，安全や環 を身に付け，工業の発
目指して意欲的に取り 考え，基礎的・基本的 境に配慮し，実際の仕 展と環境との調和の取
組むとともに 創造的 な知識と技術を活用し 事を合理的に計画し， れた在り方や現代社会， ，
実践的な態度を身に付 て適切に判断し，創意 適切に処理するととも における工業の意義や
けている。 工夫する能力を身に付 に，その成果を的確に 役割を理解している。

けている。 表現する。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
「 」 ， ，工業技術基礎 においては 学習指導要領の内容の(1)や(2)などの大項目を内容のまとまりとして
これらごとに評価規準を作成した。
【学習指導要領の内容】
(1) 人と技術と環境
ア 人と技術
イ 環境に配慮した技術

【 人と技術と環境」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

人と技術及び環境に関 人と技術及び環境に関 人と技術及び環境に関 人と技術及び環境に関
する基礎的・基本的な する基礎的・基本的な する基礎的・基本的な する基礎的・基本的な
技術に関心をもち,実 知識と技術について思 技術を身に付け，安全 知識を身に付け，その
際の作業を通して,そ 考を深め，その問題の や地球環境保全に配慮 意義や役割を理解して
の問題の解決と社会の 解決を目指して，適切 しながら，その成果を いる。
発展に積極的に取り組 に判断し，創意工夫す 的確に表現している。
む,創造的,実践的な態 る能力を身に付けてい
度を身に付けている。 る。

【 人と技術と環境」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・産業社会や職業生活 ・工業技術者としての ・人と技術について身 ・科学技術の発達と人
，についての調査や見学 適切な倫理観や勤労 に付けたことの成果 とのかかわりについて

を通して，人と技術の 観・職業観をもって， を，環境に配慮するこ 適切に理解している。
かかわりについて調べ 適切に判断している。 とを踏まえながら，的
ようとしている。 確に表現している。

・環境測定や資源のリ ・環境保全や省資源・ ・環境保全や省資源・ ・環境に配慮した人と
，サイクルなどの身近な 省エネルギーについ 省エネルギーの手段を 技術の在り方について

事例を通して，環境保 て，科学的な視野で考 身に付け実践し，その その基礎的・基本的な
全や環境改善に果たす え判断している。 成果を的確に表現して 知識を理解している。
工業技術の役割につい いる。 ・関連する資格及び工
て調べ，活用しようと 業所有権について，そ
している。 の意義や必要性につい

て理解している。
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【学習指導要領の内容】
(2) 基礎的な加工技術
ア 形態を変化させる加工
イ 質を変化させる加工

【 基礎的な加工技術」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

身近な製品の加工技術 基礎的な加工技術に関 基礎的な加工技術を身 工具や器具を活用した
から，形態及び質を変 する課題を考え，基礎 に付け 環境に配慮し 加工法及び機械や装置， ，
化させる加工について 的・基本的な知識と技 実際の製品製作を合理 類を活用した加工法を
関心をもち，その技術 術を活用して適切に判 的に計画し，適切に処 理解している。
を積極的に身に付けよ 断し，創意工夫する能 理するとともに，その
うとしている。 力を身に付けている。 成果を的確に表現して

いる。

【 基礎的な加工技術」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・形態を変化させる基 ・形態を変化させる加 ・形態を変化させる基 ・形態を変化させる加
礎的な加工技術につい 工の基礎的・基本的な 礎的・基本的な技術を 工の基礎的・基本的な
て調べ，加工法や加工 知識と技術を活用して 使って，原材料を加工 知識と技術を理解して
に必要な工具や器具を 適切に判断し，創意工 し，作品を的確に作成 いる。
適切に活用しようとし 夫して加工する能力を している。
ている。 身につけている。

・質を変化させる基礎 ・質を変化させる加工 ・質を変化させる基礎 ・質を変化させる加工
的な加工技術について の基礎的・基本的な知 的・基本的な技術を使 の基礎的・基本的な知
調べ，加工法や加工に 識と技術を活用して適 って 原材料を加工し 識と技術を理解してい， ，
必要な工具や器具を適 切に判断し，創意工夫 作品を的確に作成して る。
切に活用しようとして して加工する能力を身 いる。
いる。 につけている。

【学習指導要領の内容】
(3) 基礎的な生産技術
ア 生産の流れと技術
イ 基礎的な分析及び測定技術

【 基礎的な生産技術」の評価規準】「

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

生産の流れと技術や基 生産の流れと技術や基 生産の流れと技術や基 生産の流れと技術や基
礎的な分析及び測定技 礎的な分析及び測定技 礎的な分析及び測定技 礎的な分析及び測定技
術について関心をも 術について思考を深 術を実験実習に活か 術に関する知識と技術
ち，優れた品質の製品 め，基礎的・基本的な し，計画・実行が適切 を理解している。
がどのようにして生み 知識と技術を活用して に行われるとともに
出されるのか調べ，活 適切に判断し，創意工 に，その成果を的確に
用しようとしている。 夫する能力を身に付け 表現している。

ている。

【 基礎的な生産技術」の評価規準の具体例】「

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

，・製品の考案から製 ・製品の考案から製 ・製品の考案から製 ・製品の考案から製作
作，評価に至る製作過 作，評価に至る製作過 作，評価に至る基礎的 評価に至る製作過程の
程を意欲的に調べ，活 程について，効率的な な生産技術の技能を身 基礎的な生産技術を理
用しようとしている。 生産方法を思考し，創 に付けている。 解している。
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意工夫する能力を身に
付けている。

・生産活動のなかで， ・基礎的な分析及び測 ・基礎的な分析及び測 ・生産活動における計
基礎的な分析及び測定 定技術を活用して，製 定技術を身に付け，そ 測，検査，分析等の基
技術がどのように活用 品の品質を維持する方 れらの分析装置や測定 礎的な知識と技術を理
されているか調べよう 法について思考し，創 器具を活用している。 解している。
としている。 意工夫する能力を身に

付けている。
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第４ 単元の評価に関する事例
工業技術基礎
ここでは 工業技術基礎 において指導と評価の工夫を行った事例として 基礎的な加工技術 及び 基，「 」 ，「 」 「
礎的な生産技術」を総合的に取り扱った事例「メカロボの製作」について紹介する。

｢ ｣単元名 メカロボの製作

１ 単元の目標
メカロボの製作を通して，工業生産に必要な基礎的な加工や生産技術に関する知識と技術を習得させ
るとともに，工業技術への興味・関心を高め，工業生産に対して創意工夫を図る意欲的な態度を育て
る。

２ 単元の評価規準

ア イ 思考･判断 ウ 技能･表現 エ 知識･理解関心･意欲･態度

内 ・身近な製品の加工技 ・基礎的な加工技術に ・基礎的な加工技術を ・加工する部品の基礎
容 術から，形態及び質を 関する課題を考え，基 身に付け，環境に配慮 的な知識を理解してい
の 変化させる加工につい 礎的・基本的な知識と し，実際の製品製作を る。
ま て関心をもち，その技 技術を活用して適切に 合理的に計画し，適切 ・工具や器具を用いた
と 術を積極的に身に付け 判断し，創意工夫する に処理するとともに， 加工及び機械や装置類
ま ようとしている。 能力を身に付けている その成果を的確に表現 を活用した加工を理解。
り する。 している。
ご
と ・生産の流れと技術や ・生産の流れと技術や ・生産の流れと技術や ・生産の流れと技術や
の 基礎的な分析及び測定 基礎的な分析及び測定 基礎的な分析及び測定 基礎的な分析及び測定
評 技術について関心をも 技術について思考を深 技術を実験実習に活か に関する知識と技術を
価 ち，優れた品質の製品 め，基礎的・基本的な し，計画・実行が適切 理解している。
規 がどのようにして生み 知識と技術を活用して であるとともに，その
準 出されるのか調べ，活 適切に判断し，創意工 成果を的確に表現す
用しようとしている。 夫する能力を身に付け る。

ている。

単 ・各電子部品について ・部品の確認をしたり ・各部品が許容範囲内 ・各電子部品について，
元 基礎的な知識や取り扱 取付け方向をそろえる の精度で加工・成型さ 基礎的な知識や取り扱
の い方を身に付けようと などして，部品の取付 れている｡ い方を理解している｡
評 している｡ けミスを少なくするよ ・部品を正しく組み合 ・加工技術に関する基
価 ・部品製作に必要な工 う工夫している。 わせている｡ 礎的な知識や機械･工具
規 具や機械の基本的な取 ・工具や機械を取り扱 の機能について理解し
準 扱い方を身に付けよう う際の作業姿勢につい ている｡
としている｡ て，安全に作業ができ ・部品の加工方法を理

るよう工夫している。 解している｡

・各作業の基本的事項 ・部品の取付け順序を ・製品を動作させるた ・部品の組立手順を理
を理解し，作業方法を 考え，効率よく作業が めの部品の調整ができ 解している｡
身に付けようとしてい できるよう作業工程を る｡ ・製品の調整方法を理
る。 工夫している｡ ・メカロボとして動作 解している｡

・メカロボが正しく動 するよう，調整ができ
作するよう，調整を工 る。
夫している。

学 ①抵抗のカラーコード ①安全に作業するには ①制御回路基板に穴あ ①抵抗のカラーコード
習 やコンデンサの数字の どのような姿勢がよい け加工ができる｡ やコンデンサの数字の
活 意味などの知識を身に か考えている ②制御回路が動作する 意味等，電子部品につ
動 付けようとしている｡ ②抵抗のカラーコード ように部品を取り付け いて理解している｡
に ②ボール盤の基本的な を見やすくそろえるな られる｡ ②機械･工具の取り扱い
お 取扱い方を身に付けよ ど，ミスを少なくする ③はんだ付けの基本的 を理解している｡
け うとしている｡ 工夫をしている｡ な作業ができる｡ ③制御回路の入出力原
る ③はんだ付けの基本的 ③効率よい作業を行う ④制御回路が動作す 理を理解している｡
具 な要領を身に付けよう ために，工程手順を工 る｡ ④部品の成型手順を理
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体 としている｡ 夫している｡ ⑤アクリル部品を成型 解している｡
の ④アクリル板の加工方 ④どうすればメカロボ できる｡ ⑤部品の組立手順を理
評 法を身に付けようとし が正確に動作するかを ⑥バー取付金具，軸取 解している｡
価 ている｡ 考え，工夫している。 付金具を成型できる｡ ⑥モータの配線を理解
規 ⑤万力を使って，アル ⑦ロッドを成形でき している｡
準 ミ板，ロッド，クラン る｡ ⑦接着剤の取扱いを理
クシャフトを加工する ⑧クランクシャフトを 解している｡
方法を身に付けようと 成型できる｡ ⑧メカロボの調整方法
している｡ ⑨キヤボックスを組み を理解している｡
⑥キヤボックスが正し 立てることができる。
く動作するか調べよう ⑩各部品を組立手順に
としている｡ 従って組み立てること
⑦部品を組み立て，動 ができる。
作するか調べようとし ⑪メカロボが動作する
ている｡ ように調整できる｡
⑧制御基板とモータ配
線の接続を調べようと
している｡
⑨ロボットが正確に動
作するよう調整しよう
としている｡

３ 指導と評価の計画
(1) 指導計画

○一次 部品等の説明・・・・・・・3時間
○二次 制御装置の製作・・・・・・5時間
○三次 部品の製作・・・・・・・・5時間
○四次 組立作業・・・・・・・・・3時間
○五次 制御装置の取付作業・・・・2時間
○六次 調整作業・・・・・・・・・3時間

(2) 単元全体の指導と評価の計画

学習活動におけ 評価方法
時間 ねらい･学習活動 る具体の評価規

準 ［観］観察
［ペ］ぺ一パーテスト
［レ］レポート
［ワ］ワークシート
［作］作品チェック

一次 ○部品等の説明 アの① ［観］
･電子部品の基礎的知識を習得する｡ イの① ［観］

３時 エの① ［観・ペ］
間扱
い

二次 ○制御装置の製作 アの②③ ［観］
･ボール盤の操作と安全作業の基礎を習得す イの①②③ ［観］

５時 る｡ ウの①②③④ ［観・ワ・作］
間扱 ･電子部品の取付け及びはんだ付け作業を通 エの②③ ［観・ペ］
い して，制御装置の構成を習得する｡

三次 ○部品の製作 アの④⑤⑥ ［観］
･部品の製作を通じて，工具の使い方と安全作 イの② ［観］

５時 業の基礎を習得する｡ ウの⑤⑥⑦⑧⑨ ［観・ワ・作］
間扱 エの②④ ［観・ペ］
い
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四次 ○組立作業 アの⑦ ［観］
･部品の組立を通して，メカロボの動作機能を イの③ ［観］

３時 理解する｡ ウの⑩ ［観・ワ］
間扱 ･各部品の加工精度が完成品に与える影響につ エの⑤ ［観・ペ］
い いて考える｡

五次 ○制御装置の取付作業 アの⑧ ［観］
２時 ･制御装置の出力とモータの配線がメカロボの イの④ ［観］
間扱 動作に与える影響について考える｡ エの⑥⑦ ［観・ペ］
い

六次 ○調整作業 アの⑨ ［観］
３時 ･部品の加工精度と組立精度からメカロボが正 ウの⑪ ［観・作］
間扱 確に動作する方法を考える｡ エの⑧ ［観・レ］
い

(3) 小単元の指導と評価計画例
「制御装置の製作」の二次（４～８時限）の指導と評価計画例を以下に示す。

学習活動におけ過 時
程 間 ねらい・学習活動 評価方法る具体の評価規

準との関連(分)

導 30 【前時の復習】
入 ○ねらい

前時の復習を行い，生徒の習得状況を確
認する。
・電子部品の取付け方向や特性を確認す
る。

【本時の説明】
○ねらい
本時の学習のねらいと作業手順を説明す
る。

展 190 【プリント基板の穴あけ】
開 ○ねらい

ボール盤の基本的な取扱い方を身に付け
るとともに，プリント基板上に多数の穴の
中心位置を正確にけがくことができる。
・ボール盤の正しい取扱いについて学習す
る。 アの② ・観察
・使用するドリルの径と個数を確認する。 イの① ・観察
φ0.9・・・89個 ウの① ・観察による確認と作品
φ1.2・・・17個 のチェック
φ3.2・・・ 2個 ・観察とペーパーテスト

・正確な位置にドリルで穴をあける。 エの②

【部品の取付け】
○ねらい
制御回路が正常に動作するように部品を
取付けることができる。
効率よい作業を行うための工夫をするこ
とができる。
・プリントを利用して，電気抵抗などの部
品を取付ける方法について学習する。 イの② ・観察
・部品は極性や方向を確認しながら組み付 イの③ ・観察
ける。 ウの② ・観察による確認と作品
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・部品がはずれないように部品の足を少し のチェック
広げる。

【はんだ付け作業】
○ねらい
はんだ付け作業の基本的な要領を身に付
け，部品を正しい位置にはんだ付けするこ
とができる。
・はんだの組成とはんだ付けについて学習
する。
・加熱方法に注意しながらはんだ不良がな アの③ ・観察
いようにはんだ付けを行う。 ウの③ ・観察による確認と作品
・トランジスタ等の部品は熱に弱いのでヒ のチェック
ートシンクを用いてはんだ付けをする。 ・観察とペーパーテスト
・部品の付け忘れ，はんだの付け忘れがな エの②
いか確認する。

【動作チェック】
○ねらい
制御回路が正しく動作するかどうかのチ
ェックすることができる。
・動作チェック用のモータを使用して，仕 ウの④ ・観察による確認と作品
様どおりの動作をするかどうか確認す のチェック
る。 ・観察とペーパーテスト
・６種類の動作をするための制御回路の構 エの③
成を学習し，電気信号の流れとロボット
の動作の関係を理解する。

ま 30 【本時のまとめと次時の予告】
と ○ねらい
め 本時のまとめを行い，学習内容を整理す

るとともに，次回の予告を行い，次回の学
習の準備を促す。
・レポートを提出

４ 観点別評価の進め方
観点別の評価の表記は 「十分満足できると判断される」状況（Ａ 「おおむね満足できると判断さ， ），
れる」状況（Ｂ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）とする。），
ここでは，小単元「制御装置の製作」の二次（４～８時限）の指導と評価計画例について 「学習活，
動における具体の評価規準」に照らし 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される生徒，
の具体例と 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への指導の手だての例を，以，
下に示す。

学習活動における 「十分満足できると判断さ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）
具体の評価規準 れる」状況（Ａ）と評価さ と評価される生徒への指導の手だての例

れる具体例

②ボール盤の基本 ②ボール盤のスケッチをノ ②駆動部分が確実に動作したり性能を発揮
ア 的な取扱い方を身 ートに書き取り，各部の名 するためには，加工寸法に範囲があるもの
に付けようとして 称や基本的な取扱い方を記 の，できる限り正確に穴をあけることが必
関 いる｡ 録している。 要であることを説明し，ボール盤の効果的

。心 な取扱い方について興味・関心を持たせる
・
意 ③はんだ付けの基 ③はんだごての温度上昇に ③電子回路のトラブルははんだ付けの不良
欲 本的な要領を身に 関心を払ったり，はんだ付 によることが多く，また完成してからでは
・ 付けようとしてい けする部品ごとにはんだ付 修整が難しいことを説明し，確実にはんだ
態 る｡ けの方法をノートに描き取 付けすることの意義を説明し，興味・関心
度 っている。 を持たせる。
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②安全に作業する ②ボール盤による加工の際 ②製品製作では，どのような加工であって，
にはどのような姿 穴をあける部品の固定の仕 も，しっかり押さえていないと，部品を支
イ 勢がよいか考えて 方やドリルが振動しないよ える指を怪我したり，それを見ている目に
いる｡ うな力の加え方，切り屑が 切り屑が入ったりして危険であることを説
思 目に入らないような位置を 明し，予測できない危険に対して，絶えず
考 確認しながら安全に作業す 安全な作業姿勢を工夫させる。
・ るにはどのような姿勢がよ
判 いか考え，工夫している｡
断

， ，①抵抗のカラーコ ①抵抗が転がり落ちないよ ①抵抗は その値が違っても形状が小さく
ードを見やすくそ うに足を少し曲げたり，抵 光の状況によって色の判断を間違うことも
ろえるなど，ミス 抗値の高い順序にカラーコ あり，慣れた技術者でも間違い犯しやすい
を少なくする工夫 ードを見やすくそろえたり ことを説明し，カラーコードを見やすくそ，
をしている｡ 実態配線図を大きく描いて ろえるなど，ミスを少なくする様々な工夫，

部品をその上に置いて配置 をさせる。
の確認をするなど，ミスを
少なくする工夫をしている｡

③効率よい作業を ③小さい部品から大きな部 ③大きな部品の近くに小さな部品を組み立
行うために，工程 品の順序で組み立てを行っ てる場合，大きな部品を組み立ててから小
手順を工夫してい たり，関連のある部品同士 さな部品を組み立てようとすると，工具が
る｡ をまとめて組み立てたり， 大きな部品と干渉し，組み立てができなか

組み立て順序に部品を整列 ったり，たとえ組み立てることができたと
したりするなど，効率よい しても，時間がかかったり，大きな部品の
作業を行うために，工程手 陰になって小さな部品の組み立て状況を確
順を工夫している｡ 認することができなくなることを説明し，

効率よい作業を行うために，工程手順を工
夫させる。

ウ ①制御回路基板に ①制御回路基板に正しい穴 ①穴あけする制御回路基板の位置に，正確
穴あけ加工ができ あけ加工をしている。加工 にポンチなどを用いて，小さなへこみをつ
る｡ した穴に部品を装着した際 けないと，加工の始めの段階でドリルの刃，

がたつきや無理な装着にな 先が不安定となり，正確な位置に穴があけ
技 らない。作品チェックから られなくなることを説明し，練習用の基板
能 もそれが確認できる。 にポンチの打ち方と穴あけの練習をさせて

。・ から制御回路基板に正しい穴加工をさせる
表
現 ②制御回路が動作 ②取付け数が多い抵抗の取 ②組立数が多い抵抗は，カラーコードの方
するように部品を 付け方向や部品の信号の入 向を統一的に配置しないと，確認作業で読
取り付けられる｡ 出力の方向を正しく取り付 み違いをしたり，左右対称のＬＳＩは装着

けている。作品チェックか 方向を間違うことがあることを説明し，回
らもそれが確認できる。 路図や部品の表示仕様を慎重に確認し，制

御回路が動作するように部品を取り付けさ
せる。

③はんだ付け作業 ③はんだごての先をはんだ ③部品の接合部分及び基板の穴にはんだが
の基本的な技能を に当てて溶解具合いや部品 十分とけ込まないと，部品がはずれてきた
身に付けている｡ ・はんだ・はんだごて及び り，電気的に接触不良になり，制御回路が

目の位置関係の確認をした 正常に動作しないことを説明し，正しいは
り，はんだ付けした部分が んだ付けの基本動作を再度示し，練習用の
富士山の形状になり，部品 基板で練習をさせ，はんだ付け作業の基本
と回路基板の電気回路及び 的な技能を身に付けさせる｡
部品穴がしっかりと接合し
ている。作品チェックから
もそれが確認できる。

④制御回路が動作 ④メカロボの基本制御動作 ④制御回路の動作原理を説明し，設計した
する｡ が安定して設計仕様通りに 動作パターンをノートに分類させ，一つ一

動作する｡作品チェックやワ つの動作の確認方法を説明し，動作しない
ークシートの自己評価から 原因を発見させ，制御回路が正しく動作す
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もそれが確認できる。 るように取り組ませる。

エ ②機械･工具の取 ②参考資料（２）で示すペ ②実習中に，個別に正しい操作や取り扱い
扱いを理解してい ーパーテストで尋ねた内容 を説明する。実習室に機械･工具の正しい取
知 る｡ すべて正答し，提出したレ 扱い方を掲示し，生徒がいつも確認しなが
識 ポートの記述内容からペー ら作業ができるようにする。機械･工具の正
・ パーテストでの内容が確認 しい取扱い方法をレポートにまとめさせ，
理 できる。 提出させるなどして理解させる。
解
③制御回路の入出 ③参考資料（２）で示すペ ③実習中に個別に制御回路の入出力原理を
力原理を理解して ーパーテストで尋ねた内容 個別に説明し理解させる。制御回路を構成
いる｡ すべて正答し，提出したレ する各電気素子の働きを説明した後，各電

ポートの記述内容からペー 気素子が組み合わされて，一つの電気的特
パーテストでの内容が確認 性を持つ回路となることを説明する。その
できる。 後，入力信号が各電気素子を通過する場合

にどのように変化するか，また，信号をど
のように変化させれば出力がどのように変
化するかを図式化して説明するとともに，
出力信号を直接モーターなどに接続し制御
体験をさせ，制御回路の入出力の原理を理
解させる｡

（注 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への指導の手だてについては，授業）
中適宜行ったり，授業後において行ったりする。

５ 観点別評価の総括
(1) 総括の考え方と方法
ここでは 「工業技術基礎」の単元「メカロボの製作」の指導と評価の計画に基づき，それぞれの，
評価規準に従って評価した内容を総括して，単元全体の評価を求める例を説明する。
取り上げた評価方法は，
①授業における学習活動の観察，
②ワークシートの記述内容や提出レポートの記述内容の分析，
③作成した製品の動作チェック，
④小単元の終了ごとに行う簡単なペーパーテスト
等である。
単元の学習授業における学習状況の観察ではＡとＣの状況の生徒についてのみ記載し，Ｂは空欄の
ままとして授業終了後記入することで，記載の合理化を図ることも考えられる。
活動における具体の評価規準の項目の中で，一つの具体の評価規準に基づく評価活動が複数行われ
る場合は，それぞれに評価を行い，総括ではそれらの結果を積算することとした。たとえば，イの②
の評価は，二次と三次の小単元でそれぞれ行われるが，具体の学習内容がことなるので，他の評価規
準と同様の重みを持つものとして，総括ではそれらの評価を積算することとした。
工業分野の評価で留意しなければならないことは，電気のプラス・マイナスや自動車のアクセル・
ブレーキのように，間違うと生命・財産に重大な影響を及ぼす学習内容があり，この場合は「十分満
足できると判断される 状況 Ａ を想定することが適当でないと考えられる このような場合は お」 （ ） 。 「
おむね満足できると判断される」状況（Ｂ）か 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）しかない，
と考えた。また，この場合の評価はＢまたはＣのみとなることから，この学習項目の評価を総括する
場合は，評価をＢとなるよう，確実に内容を習得させるととし，この学習項目の評価を総括に含めな
いことが考えられる。
この例の単元では評価回数と項目が比較的多いので，ＡＢＣを点数化して，その平均から単元の観
点列評価を総括する方法を説明する。
(2) 総括の例
次ページの表はあるクラスの単元「メカロボの製作 （21時間）の観点別評価表の抜粋である。こ」
の総括の方法は，Ａを３点，Ｂを２点，Ｃを１点とし，平均値が２．５を越える場合をＡとし，１．
５未満をＣとすることとしている。
この数値の区分の基本的な考え方は，ある生徒の評価がＡとＢのみの場合，Ａの評価個数が半数を
超える場合をＡとし，ＢとＣの組み合わせについてはＣが半数を超える場合をＣとするものである。
また，この外にも，単元における観点別評価の総括については様々な考え方や方法があり，各学校
において工夫されることが望まれる。
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表 観点別評価表例

1年 ○級 第○○班 単元「メカロボの製作 （21時間）」

時 1 2 3 4 5 6 7 8

学 項目 一次 部品等の説 二次 制御装置の製作
習 明 単元の総括評価
評 活

ボール盤の操作と安全価 動 ・電子部品の基礎 ・
作業の基礎を習得す規 的知識を習得す
る。準 る。
・電子部品の取付け及び
はんだ付け作業を通し
て，制御装置の構成を
習得する。

No 氏 名 アの①，イの①， アの②③，イの①②③， 計 平均 評価
エの① ウの①②③④，エの②③

ア ① Ａ ②Ａ ③Ｂ 21 2.3 Ｂ

イ ① Ａ ①Ａ ②Ａ ③Ｂ 18 2.6 Ａ
○○○○

１ ウ ①Ａ ②Ｂ ③Ｂ ④Ｂ 23 2.1 Ｂ

エ ① Ａ ②Ｂ ③Ａ 24 2.7 Ａ

ア ① Ｂ ②Ｂ ③Ｂ 18 2.0 Ｂ

イ ① Ｂ ①Ａ ②Ｂ ③Ａ 16 2.3 Ｂ
○○○○

２ ウ ①Ｃ ②Ｂ ③Ｃ ④Ｃ 12 1.1 Ｃ

エ ① Ｂ ②Ｃ ③Ｂ 15 1.7 Ｂ

ア ① Ａ ②Ａ ③Ｂ 23 2.6 Ａ

エ ① Ａ ②Ａ ③Ａ 24 2.7 Ａ

小単元の評価 数値化 判断する数値の平均値の範囲 単元の評価

Ａ ３ 2．5 < 平均値 Ａ
平均値の計算

Ｂ ２ 1．5 ≦ 平均値 ≦ 2．5 Ｂ

Ｃ １ 平均値 < 1．5 Ｃ
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６ 参考資料
(1) ワークシートの例

メカロボ作業チェック＆自己評価票 No.１

１年 級 番 氏名

二次 制御装置の製作 （平成 年 月 日）

（１） プリント基板の穴あけ

自己チェック項目 自己評価 担当教員の評価

･ドリルの径は聞違いないか｡ □ ･穴は正確にあけられたか｡

･ボール盤は正常に動くか｡ □

A B C A B C･ゆっくり穴あけしているか｡ □

･手でしっかり固定しているか｡ □

（２） 部品の取り付け

自己チェック項目 自己評価 担当教員の評価

･部品はそろっているか｡ □ ･部品が正しく差し込まれた

･差し込み方向は正しいか｡ □ か｡

A B C A B C･差し込み位置は正しいか｡ □

（３） はんだ付け作業

自己チェック項目 自己評価 担当教員の評価

･はんだ付けをする面はきれいか｡ □ ･正確できれいにはんだ付け

･加熱時間は適当か｡ □ ができたか｡

･はんだの量は適当か｡ □

A B C A B C･こて先の温度は適当か｡ □

チェック（４） 動作

自己チェック項目 自己評価 担当教員の評価

･正しく接続しているか｡ □ ･正しく動作するか｡

･正しく動作するか｡ □

A B C A B C･ショート，はんだ不良はないか｡ □

《考察･感想》 《担当教員所見》

※学習する知識や技術・技能のポイントを明確に生徒に示すとともに小単元の評価を生徒が自己評価す
ることにより，身に付けなければならない知識や技術・技能のレベルと範囲をより明確に認識させる
ことができる。また，このワークシートに記された生徒自身の判断に対して，教師の評価の判断との
違いを生徒に知らせることにより，生徒の主観による判断から職業人として求められる知識や技術・
技能のレベルを認識することができるようになることが期待される。
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(2) ペーパーテストの例




